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農業



業務紹介

農産物の生産技術や農業経営の普及指導など、地域の農業
振興に関する様々な支援や品種開発、栽培技術等の試験研
究を行います。

 概要

 勤務先
本庁各課：農業振興課、みやぎ米推進課、食産業振興課など
地方機関：農業改良普及センター、古川農業試験場、

病害虫防除所、農業・園芸総合研究所、
農業大学校など



 出身 ：宮城県仙台市
 入庁までの経歴：H25.3 県内大学卒業

H25.4 入庁

入庁後の異動歴（現在入庁1２年目）

H25.4～ 登米農業改良普及センター地域農業班
・若手農業者（４HC）の活動支援
・新規就農者の支援
・土地利用型作物（水稲、麦、大豆）の技術指導

H28.4～ 古川農業試験場作物育種部
水稲新品種の育成

R4.4～ 農政部みやぎ米推進課生産販売班
大豆・麦類の生産振興
補助事業の実施

自己紹介



 なぜ公務員？

学生時代の専攻を生かせる仕事をしたかった

 なぜ宮城県庁？

出身地であり、農業の技術指導、試験研究、農業行政と
幅広い仕事を経験できるのは宮城県庁だけ

志望動機



現在の担当業務の紹介

・宮城県における令和５年の大豆作付面積は
11,700haで、北海道に次いで全国第２位。

・宮城県の大豆栽培は97%が水田で行われて
いる。水田を効率的に活用していろいろな作物を
作る仕組みを転作といい、宮城県では麦と組み
合わせた１年２作体系や稲・麦・大豆による２
年３作体系の転作が行われている。

 その前に・・・宮城は大豆の主産地です



現在の担当業務の紹介

・日本では、小麦、二条大麦、六条大麦、はだか
麦の４麦を生産している。

・東北地域では、小麦と六条大麦の作付けが多
く、 二条大麦、はだか麦の作付は少ない。

・宮城県における令和５年産の麦類作付面積は、
小麦が1,160ha 、六条大麦が1,450ha。

・六条大麦の作付け面積は全国第7位、東北地
域では作付け面積の94%を占める大麦主産県。

 麦類の産地でもあります



現在の担当業務の紹介

・試験場や各農業改良普及センターが実施する大豆や麦類の

生育調査実施の手続き等。

 大豆・麦類の生産振興

・市町村に対して生産状況調査の実施。

・新品種栽培マニュアルの発行。

新品種：大豆「すずみのり」、小麦「夏黄金」

大麦「ホワイトファイバー」

・みやぎの大豆・麦類栽培技術指導指針の発行。



現在の担当業務の紹介

・大豆研修会(7月)、

大豆・麦類研修会(3月)の開催。

 大豆・麦類の生産振興(つづき）

・実需者訪問の実施、意見交換。

R5年度は愛知方面の納豆メーカー、味噌醤油メーカー

東京の小麦製粉メーカー、山梨の精麦メーカーを訪問し意見交換を実施。



現在の担当業務の紹介

農業者が機械を導入したりする際に、購入経費を補助する等の補助事業がある。

補助事業を活用するための計画作成支援やその取りまとめを行う。

 大豆・麦類の補助事業の実施支援



その他当班で扱う業務の紹介

「お米は食べわける時代。だから、みやぎ米。」をキャッチフレーズに、それぞれ特長
の違う４品種を中心にみやぎ米をPRしている。

 みやぎ米の生産・販売振興



その他当班で扱う業務の紹介

イベントなどの告知、「だて正
夢」に関する情報、現地の「だ
て正夢」生育情報など、積極
的な情報拡散。

宮城米マーケティング推進機
構HPをご覧ください。

【みやぎ米キャンペーン等の開催】 【イベントにおけるPR】

【公式HP・X（旧Twitter）による情報提供】



入庁前のイメージとのギャップ

 入庁前のイメージ

大学３年生時にインターンシップで仙台農業改良普及センターに
行っていたので、大まかなイメージはできていた。

 入庁してみたら･･･

実際に仕事をしてみるとインターンシップで経験したことはほんの一
部であることがわかった。仕事の範囲はとても広い。



仕事をする上で心がけていること

限られた時間の中で、先の見通しを立てて効率よく仕事を
すること。

新しいこと（仕事）に取組む場面では、先が見えないことが不安につなが
ります。他の人に聞く、過去の経験を生かすなどしてなるべく先の見通しを
立て、効率的に仕事ができるように心がけています。

また、隙間時間で考える、朝の時間を有効に使うなどを心がけています。



印象に残っている業務

• 登米農業改良普及センター時代に若手農業者の組織（登米市４
Hクラブ※）を担当し、技術交流会や視察研修を行ったこと。

• 今でも交流があり、お互いに成長できるように頑張りたいという思い。

４Hクラブとは：農村青少年が相互に連絡調整を密にし、次代の農業を担うにふさわしい農業技術の知識と技能の
習得交換を図り、研修・講習及び集団的自主活動を通じ、近代農業の確立に寄与する組織です。
地域単位のクラブから、市町村、地区（農業改良普及センター単位）、県、全国へと広がり、会員がそれぞれの目
的を持って活動しています。
［4Hクラブ綱領］
・私達は実践を通じて自らを磨くとともに、互いに力を合わせて、より良い農村、より良い日本を創るため四つの信条
をかかげます。
・私達は、農業の改良と生活の改善に役立つ腕（Hands）をみがきます。
・私達は科学的に物を考えることのできる頭（Head）の訓練をします。
・私達は誠実で友情に富む心（Heart）をつちかいます。
・私達は楽しく暮らし、元気で働くための健康（Health）を増進します。



仕事のやりがい

 いろいろな関係機関（※）の方と一緒に仕事をするので、
自らの見識を深めることができ、それを別な場面で活かすこと
ができること。

※農協、市町村、農政局、大学、農業振興公社、民間企業、
他県（行政機関、試験研究機関）、農研機構、農業共済
組合 など）



職場の雰囲気

農業関係の学部を出た職員が多いので、話しやすく相談し
やすい。

行政職の方は、行政のプロとして各種事業の実施を適切に
フォローしていただける。



宮城県職員の魅力

行政、普及、研究と幅広い仕事を行える。

県内各地域の農業振興に携わることができる。

農業の知識・技術を持った公務員として

関係機関から信頼していただける。

⇒その信頼に応える責任もある。



私の公務員試験対策

大学の授業を大切にする。

専門試験の内容は市販されている参考書や大学の就職担
当部署にある過去問を解いた。

一般教養試験は市販されている参考書で過去問を解いた。
また大学で開催された公務員試験対策セミナーに参加した。

面接試験は大学の就職担当部署が開催した面接試験対
策に参加した。



先輩職員からのメッセージ

農業に興味を持っている方なら、明るく前向きに仕事ができ
る環境があります。

ご一緒に働けることを楽しみにしています！


